
◎部活動実施計画
1． 部活動設置の意義
    青年前期にある中学生にとって自己の趣味や技能を伸ばしたいという欲求は旺盛であ　

る。しかし、教育課程内で位置づけられた活動だけでその欲求を満足させることは困難

である。部活動はそのような生徒の欲求を満たし、人間形成の面からも重視されるもの

である。
2． 部活動の目標（ねらい）
（1） 自主的な活動、自発的な活動を促進し、自分達の力で集団生活をより楽しく、より良いものにする態度と実践力を養う。
（2） 健全な共通の趣味や特技を基盤とした集団活動を行う中で、友情を深め、知識・技能・社会性を養いつつ、教師と生徒、上級生と下級生の間の豊かな人間関係を育てる。

（3） 体力・体位の向上、精神、情操の陶冶と勤労を尊ぶ態度を育てる

3． 基本方針
（1） 本校では原則全職員が顧問となり何らかの形で部活動の指導に当たることとする。
（2） 部活動は教育活動の一環として指導する。
（3） 教師と生徒、上級生と下級生、同級同志、相互の信頼と愛情と協力に結ばれた状態を保ちながら指導していく。
（4） 部活動を通し、スポーツ精神と高い教養と人間性を養いつつ、いかなる場所に出しても恥じない生活態度、エチケット、マナーが身に付くよう指導する。
（5） 家庭生活、学校生活、学級生活にあっては、自主的・自発的に計画、実践活動に参加し、他の生徒の模範となるよう指導する。

（6） 生徒、保護者、学校（指導教師）の三者が一体となり、連絡を密にしながら共通理解をし、協力体制を確立しながら指導していく。

4． 部活動の組織
（1） 部活動の組織図


　　








部は次の通り設置する。（予定）体育系＝１４部活動、文化系＝２活動

· 野球　・サッカー　・ソフトテニス（男・女）　・バドミントン

· バレーボール（男・女）　・ハンドボール（男・女）・剣道　
· バスケットボール（男・女）・テニス(男・女)　・美術　・吹奏楽　

　　臨時的（学校代表として）に陸上部・駅伝部・水泳・空手・卓球を置く。
　　（ただし、外部などで練習していて、大会参加の生徒がいた場合とする。）
（2） 指導教師（顧問・副顧問）
1 指導教師（顧問・副顧問）は本校職員であたり、教師の特技、興味、関心等を考慮の上、学校長が委嘱する。

2 外部コーチについては、人物などを考慮した上で校長が委嘱し、技術指導の面で顧問の補佐に当たる。
（3） 部活動を円滑に行うために、次の係及び連絡会を設置する。

①教師の係と連絡会

· 係

· 部活動主任　・副主任　・会計　・推進委員　・指導教師（顧問・副顧問）
· 連絡会
· 顧問会　・部活動推進委員会　
１）顧問会は、部活動運営に関するあらゆる問題について話し合う。定期的に開くものとする。

２）部活動推進委員会は、結成までの世話をする。
（ア）各部の指導教師は、原則として複数・全員制（副顧問をおく）とする。

（イ）推進委員は、校長、教頭、教務、生徒指導主任、体育科主任及び３学年主任がこれを構成する。
（ウ）部活動推進委員会は、推進委員と各部の指導教師（顧問・副顧問）によって構成される。
②生徒の係と連絡会
· 係

· 各部の部長、副部長（２人。１人は２年生）

· 部長会
１）部長会は、部活動でおきた様々な問題について自らの手で解決するために話し合い、又、各部の共同の行事を企画する。保護者の連絡会は必要に応じて招集することができる。

２）部活動主任、副主任がその指導にあたる。

③保護者の係と連絡会

 ○育成会

　各部活動の保護者の代表で組織される。
5． 部活動結成
（1） 指導教師（顧問・副顧問）
· 希望調査

· 推進委員会
（2） 生徒の結成

· 希望調査　　　部長（１人）、副部長２人（１人は２年生）
· 入部手続きは直接保護者が行う
（3） 保護者会の結成

· 入部手続きを行う
· 全体集会
· 各部の集会　　部長（１人）、副部長２人（１人は２年生）
· 各部長会　　　会長１人、副会長２人（１人は２年生の父母）
6． 部活動計画
（1） 活　動　日

    ア  平日の1日は休みとし、休日1日（土・日曜日・公休日）・第三日曜日は休む。ただし、指導教師（顧問・副顧問）が必要な場合は、学校長の許可を受けて、指導教師（顧問・副顧問）がついて活動できる。その場合、生徒や指導教師（顧問・副顧問）の負担過重にならないように十分配慮し、土・日曜日等に活動を行った場合は、顧問の裁量の元、平日の代休に換える。
イ　平日・休日にかかわらず、学校外で活動する場合は学校長の許可を受ける。
ウ  長期休暇時の活動は、活動計画書を部活動主任に提出して、学校長の許可を受けて活動する。
　　エ　定期テスト(5教科・9教科(連続して3日間のテストの場合))の、１週間前から部活動を停止する。

　　　　定期テスト(4教科)の、5日前から部活動を停止する。

　　　　（定期テスト部活停止期間中に大会がある場合は、各部の保護者、担任から承諾書を受け取り、また顧問は部活動延長願書を提出し、学校長と部活動主任の了承を受け、部活動停止期間に活動できる。但し、テスト期間部活動停止期間を前倒しすることを前提とする。）
（2） 活動時間（一年間を次の三期に分ける）
＊下校指導の徹底

    　ア  ３月～１０月・・・・・活動　総下校７時００分
      　  １１月・２月・・・・・活動　総下校６時３０分  
　　　　　１２月・１月・・・・・活動　総下校６時００分
    　イ  早朝練習は指導教師（顧問・副顧問）がついて７：００～７：４５まで活動できる。但し、各部の保護者、担任から承諾書を受け取り、また顧問は早朝練習許可証を提出し、学校長と部活動主任の了承を受け、部活動停止期間に活動できる。
　　　ウ　大会前で午後の活動時間を延長する場合は、１ヶ月前からとし部活動延長
願書を、部活動主任で提出して学校長の許可を受けて活動する。

　　　　　（ただし、総下校より３０分とする。）

（３）　各部活動は毎月一回、活動場所及び各部室の清掃を行う
7． 部活動規則
（1） 活動は指導者がついて行う。
※先生方が会議及び研修等に参加している間の部活動について、指導者がいない場合は部活動は行わない。
（2） 活動時間を守る。

（3） 部活動より、学級の仕事・学校行事を優先し、他に迷惑をかけない事。

（4） テスト一週間前から午後の活動は休みとする。ただし、試合・発表会等を間近に控えた場合はその限りではない。（技能教科のテストの場合は５日前とする。）
（5） 一年生が入部する時は、オリエンテーションの期間を置く。（４月）
その期間は部活動結成会前日までとする。
（6） 次の部活動に要する交通費を支給する。（登録選手のみ）

（ア）中体連主催又は、共催の試合。ただし別途補助金のある場合を除く。

（イ）学校長が認める文化的対外試合。

（7） 活動内容は校内での活動と校外での試合・発表等である。

（8） 活動場所については、顧問会で話し合い決定する。なお、他の部との連携を密にして、使用場所の範囲内で安全面を考慮して活動する。

（9） 万一、事故発生の場合は指導教師又は近くの職員に連絡を取り、指示を受ける（自分勝手な判断をしない。）

（10） 昼食以外の持ち込みは一切認めない。（ゴミは分別をして持ち帰る。）

8． 部員心得
※自主的・意欲的・積極的・創造的な練習に努めよう。

（1） 教師の指導は素直に受ける。

（2） 部長は、常に指導教師（顧問・副顧問）と連絡を取り、午前中に練習の方法や有無を確認する。

（3） 部長及び部員は常に安全面に気を配って活動する。

（4） 学習態度や服装をきちんと整えるとともに、時間のけじめをつけ、決まった時間で最大の効果を上げる練習をしよう。

（5） 先生方や来客へのあいさつはもちろん、部員間のあいさつも活発に行えるようにする。
※『いつでも、どこでも、だれにでも』あいさつできるようにする。
（6） 動作を機敏にし、登下校は寄り道をしたり買い食い等を絶対にしない。

（7） 必要以外の金銭は持たない。また、部活動中は金銭などの貴重品は顧問やマネージャーなどに預けるなどをし、部室の中に置かないようにする。

（8） 練習試合や合同練習は、指導教師（顧問・副顧問）と相談の上決定する。

（9） 活動時は、部活動をするのにふさわしい服装で活動する

（10） 常に礼儀を重んじ、清潔な環境を作るために努力し、最も苦しく、最も
いやな練習（仕事）こそ喜んで行うようにする。

（11） 常に自分の弱点を補うように努め、自己の特性を生かすよう努力する。

（12） 家事の手伝い、学級の活動（仕事）は自主的、自発的にやる。

（13） 同級生は相互信頼し、友情を深め、下級生からは尊敬される上級生となり、

下級生に愛情を持ってあたり、また下級生は上級生を信頼して頑張る。
（14） 家族からも、周囲のみんなからも、部活動をさせて良かったといわれるよ

うに（人間的にも家庭生活の面からも、学級生活の面からも）する。

（15） 常に、小禄中学校の生徒として誇りと自信を持って行動する。

（16） 部室・部活動場所は週一回清掃し、常に保清に努める。

（17） 自転車での部への参加、サンダル等をはいての登校は禁止する。
（18） 土日祝日における部活動中の携帯電話の使用方法について以下の項目を守る
　　（ア）校内、校舎内の持ち込みは原則禁止。

　　　　　※持ち込みの際は顧問へ連絡する。

　　（イ）校外で使用する際は、顧問の指示に従って使用する。

　　（ウ）原則、送迎のみの使用を目的とする。(音楽や動画、ゲーム等で使用しない。)

　　（エ）使用の際は、できる限り施設内の使用を避ける。

※生徒としての本文を守らない部員、又は規定を守らない部員及び部に
対し、除籍・活動停止・対外試合の出場停止の処分を、臨時顧問会
または推進委員会を開きその話し合いのもとで決定する。
9． 事故発生時の処置
（1） 傷病者に対して、精神的安ど感を与えると同時に誠意を持って、事故処理に当たる。

（2） 判断や処置については、細心の注意を払って手早く処置し、その場で実施可能な応急処置をとる。

（3） 傷病者の程度によっては、救急車、父母、校長その他関係者に連絡し、治療処置の対策をとる。

（4） 事故発生に関する状況をもとに、その問題点を明確にして、反省と改善について全員の共通理解をはかり、今度同様同種の事故が発生しないよう安全管理と対策を徹底する。

（5） 指導教師（顧問・副顧問）は、災害給付金の手続きを行う。

10． 申し合わせ事項
（1） 部員の生活指導は、最高責任者である校長・教頭ならびに生徒指導教諭、関係指導教師との密接な連携のもとに行う。

（2） 保護者（父母）との懇談会は、年１回持ちその他必要に応じて学校長、教頭、関係指導教師、部員（生徒）を交えて行う。

（3） 入部する時は、保護者・学級担任・指導教師（顧問・副顧問）の許可を受けて、入部申込書を提出する。入部申込書は１年毎更新する。

（4） 部の補助費については、４月に部活動主任を中心に顧問会を開き、予算の割り振りをしたうえで学校会計へ手続きを取る。

11． 部の新設・廃部について
（１）　部の新設について
· 部を新設するための基準

新設を希望する生徒が１０人以上おり、指導教師がいて、校内に活動場所があるなど、諸条件を満たした上、職員会議で協議し、決定する。
· 手続き
①部活動主任に申し出る

②顧問会で設置の目的が部活動の趣旨に添った適切なものであり、設置が可能か（練習場、用具、その他）検討して承認する。

③校長の承認を得て、校長から指導教師を委嘱する。

④全職員に報告する。

· 部の新設が認められると部員の募集を行う。

（２）　部の廃部について
　　諸事情により活動の継続が困難であると思われる部活動は、顧問会で廃部について協議し、その後、職員会議で決定する。
12． 活動費　　　　　　　
 １年生・・・４，５００円
２年生・・・４，５００円

３年生・・・２，５００円
※ただし、活動費の中から１人３００円を運営費にまわす（１～３年）
13． 外部指導者導入についての留意事項
（1） 外部指導者は各部顧問が推薦し、学校長が認める人格者であり、学校長が委嘱する。

（2） 外部指導者は当該部顧問の補佐に当たり、主に技術指導の面で指導に当たる。

（3） 外部指導者の任期は１年間とし、毎年更新する。ただし、指導者として不適任の場合はその時点で解任する。

（4） 当該部顧問は、外部指導者と常に連携を取りながら互いに負担にならないようにする。

（5） 対外試合・大会などの引率・監督は必ず当該部顧問が行うものとする。

※外部指導者は、身分保障や法的位置付けがまだ確立されていないため。

（6） 外部指導者は、学校の「教育計画・部活動実施計画」により活動する。

①学校の部活動方針を十分に理解し協力する。

②当該部顧問との連携を密にして行動（指導）する。

③生徒の健康・安全に十分留意し、当該部活動の指導計画に沿って活動する。
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